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令和元年
第２回

定例会 契約金額　３億７８０万円　（第２期）
士幌終末処理場建設工事請負契約を可決

　

第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
７
日
か
ら
17
日

ま
で
の
会
期
で
開
会
。

　

７
日
は
行
政
報
告
、
教
育
行
政
報
告
、
ほ

か
５
件
の
報
告
を
行
い
、
報
告
５
件
の
同
意

等
を
行
っ
た
。（
６
月
７
日
～
12
日
は
議
案

調
査
の
た
め
休
会
）

　

13
日
は
、
議
員
１
名
が
１
件
の
一
般
質
問

を
行
っ
た
。
条
例
案
４
件
、
議
件
４
件
を
審

議
、
可
決
し
た
。

　

14
日
は
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
他
２
件
、
追
加
議
案
と
し
て
工
事
請
負
契

約
の
締
結
４
件
、
物
品
購
入
契
約
の
締
結
１

件
、
会
議
案
１
件
、
意
見
書
案
４
件
を
審
議
し
、

全
て
の
議
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
閉
会

し
た
。

辺
地
総
合
整
備
計
画
の

変
更
　
　
　
　
　
　
　

介
護
保
険
条
例
の
改
正

意
見
書
審
査
報
告

町
税
条
例
の
改
正

第２回定例会（６月13日、一般質問）

【
個
人
町
民
税
】

① 

ふ
る
さ
と
納
税
の
見
直
し
に
よ

り
、
ふ
る
さ
と
納
税
特
例
控
除

の
対
象
を
「
特
例
控
除
対
象
寄

附
金
」
へ
と
変
更
し
、
６
月
１

日
以
降
も
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例

の
対
象
と
す
る
。

② 

申
告
書
の
記
載
事
項
の
簡
素
化

（
年
末
調
整
の
控
除
額
（
内
訳
）

は
、
確
定
申
告
書
へ
の
記
載
を

省
略
で
き
る
。）

③ 

申
告
書
の
項
目
で
給
与
所
得
者

の
扶
養
親
族
に
新
た
に
単
身
児

童
扶
養
者
を
追
加
す
る
。

④ 

申
告
書
の
項
目
で
公
的
年
金
等

受
給
者
で
単
身
児
童
扶
養
者
と

な
る
場
合
の
記
載
事
項
を
追
加

す
る
。

⑤ 
非
課
税
の
範
囲
に
単
身
で
児
童

を
扶
養
す
る
も
の
（
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
、
前
年
の
合
計
所

得
が
１
２
５
万
円
以
下
で
あ
る

も
の
）
を
追
加
す
る
。

【
軽
自
動
車
税
】

① 

自
動
車
取
得
税
が
廃
止
さ
れ
、

環
境
性
能
割
が
10
月
か
ら
導
入

さ
れ
、
当
面
は
北
海
道
が
実
施

主
体
と
な
り
行
う
。

②
税
率
の
特
例

○ 

消
費
税
改
定
後
か
ら
令
和
２
年

９
月
末
ま
で
に
取
得
さ
れ
た
軽

自
動
車
の
環
境
性
能
割
の
税
率

１
％
分
を
軽
減
す
る
。

○ 

重
課
（
税
率
が
重
く
な
る
）、

及
び
グ
リ
ー
ン
化
特
例
を
令
和

２
年
度
及
び
令
和
３
年
度
へ
延

長
す
る
。

○ 

環
境
性
能
割
の
認
定
後
に
不
正

な
行
為
で
取
り
消
さ
れ
た
場
合

の
納
税
者
を
規
定
す
る
。

○ 

グ
リ
ー
ン
化
特
例
を
、
令
和
４

年
度
、
令
和
５
年
度
に
お
い
て

も
規
定
す
る
。（
電
気
・
天
然

ガ
ス
自
動
車
の
み
と
な
る
。）

　

下
居
辺
辺
地
総
合
整
備
計
画
に

新
た
に
実
施
す
る
事
業
を
追
加
し
た
。

　

第
１
号
介
護
保
険
料
軽
減
対
策

と
し
て
、
公
費
に
よ
り
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
第
１
段
階
か
ら
第
３

段
階
の
被
保
険
者
の
保
険
料
を
引

き
下
げ
る
も
の
で
、
介
護
保
険
法

施
行
令
に
基
づ
い
て
行
う
。

　

各
常
任
委
員
会
に
４
件
の
意
見

書
（
案
）
が
審
査
依
頼
さ
れ
、
本

会
議
に
提
案
し
、
原
案
の
と
お
り

決
定
さ
れ
関
係
機
関
に
送
付
し
た
。

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

① 

２
０
２
０
年
度
地
方
財
政
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

② 

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
一
部
改
正
に
お
け
る
会
計

年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
と

雇
用
安
定
に
関
す
る
意
見
書

③ 

「
子
ど
も
の
貧
困
」
解
消
な
ど

教
育
予
算
確
保
・
拡
充
と
就
学

保
障
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
堅
持
・
負
担
率
１
／
２
へ

の
復
元
、
教
職
員
の
超
勤
・
多

忙
化
解
消
・「
30
人
以
下
学
級
」

の
実
現
に
向
け
た
意
見
書

【
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
】

① 

２
０
１
９
年
度
北
海
道
最
低
賃

金
改
正
等
に
関
す
る
意
見
書

※
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例

　

確
定
申
告
の
不
要
な
給
与
所

得
者
等
が
ふ
る
さ
と
納
税
を
行

う
場
合
、
確
定
申
告
を
行
わ
な

く
て
も
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附

金
控
除
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み

を
い
う
。
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６月に来町した米国高校生

【
課
税
限
度
額
の
改
正
】

　

医
療
分
の
課
税
限
度
額
を
現
行

の
58
万
円
か
ら
61
万
円
に
引
き
上

げ
る
よ
う
改
正

【
軽
減
基
準
額
の
改
正
】

① 

５
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
所
得

基
準
額
を
27
万
５
千
円
か
ら
28

万
円
に
引
き
上
げ
る
よ
う
改
正

② 

２
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
所
得

基
準
額
を
50
万
円
か
ら
51
万
円

に
引
き
上
げ
る
よ
う
改
正

国
保
税
の
条
例
改
正

会
計
補
正
予
算

▼ 

２
０
１
９
年
度
北
海
道
最
低
賃
金
改
正
等
に
関
す
る
意
見
書

▼ 「
子
ど
も
の
貧
困
」解
消
な
ど
教
育
予
算
確
保
・
拡
充
と
就

学
保
障
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
・
負
担
率
１

／
２
へ
の
復
元
、
教
職
員
の
超
勤
・
多
忙
化
解
消
・「
30
人

以
下
学
級
」の
実
現
に
向
け
た
意
見
書

▼ 

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
お
け
る

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
と
雇
用
安
定
に
関
す
る

意
見
書

▼ 

２
０
２
０
年
度
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

意
見
書

▼
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計（
第
１
号
）

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計（
第
１
号
）

▼
一
般
会
計（
第
１
号
）

令
和
元
年
度
各
会
計
補
正
予
算

▼
議
員
派
遣
の
件

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▼
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▼
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

▼ 

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼ 

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

一
般
議
案
・
そ
の
他

▼ 

士
幌
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

▼
士
幌
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

▼ 

士
幌
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

▼
士
幌
町
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

条
例
の
改
正

▼
株
式
会
社
Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｒ
Ｓ
の
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

▼
株
式
会
社
ベ
リ
オ
ー
レ
の
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

▼ 

平
成
30
年
度
士
幌
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

▼ 

平
成
30
年
度
士
幌
町
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

に
つ
い
て

▼
例
月
出
納
検
査
報
告

▼
行
政
報
告　
　
　
　

▼
教
育
行
政
報
告

報
　
告

可
決

可
決

可
決

可
決

結
果

可
決

可
決

可
決

結
果

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

結
果

可
決

可
決

可
決

可
決

結
果

了
承

了
承

了
承

了
承

結
果

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

賛
・
反

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

賛
・
反

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

賛
・
反

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

賛
・
反

賛
・
反

第
２
回
定
例
会
で
審
議
・
可
決
等
さ
れ
た
案
件

　

一
般
会
計
、
ほ
か
国
民
健
康
保

険
事
業
及
び
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
の
補
正
予
算
を
可
決
。

主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り

▼ 

喫
煙
所
設
置
工
事
（
役
場
庁
舎

他
の
屋
外
喫
煙
所
等
の
設
置
）

 

３
５
０
万
円

▼ 

事
務
所
内
電
気
配
線
工
事
（
役

場
庁
舎
１
階
の
電
気
配
線
工
事
）

 

59
万
円

▼ 

肖
像
画
作
成
業
務
（
前
議
長
の

肖
像
画
作
成
） 

８
万
円

▼ 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
（
低

所
得
者
・
子
育
て
世
帯
を
対
象

と
し
て
実
施
） 

８
３
０
万
円

▼ 

低
所
得
者
介
護
保
険
料
軽
減
繰

出
金
（
介
護
保
険
料
軽
減
分
）

 

３
８
５
万
円

▼ 

ひ
と
り
親
家
庭
等
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
利
用
料
助
成
金
（
子

ど
も
の
預
か
り
費
用
を
助
成
）

 

40
万
円

▼
明
渠
排
水
工
事
他

 

１
，
５
０
０
万
円

▼ 

道
の
駅
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
施
設
設

備
改
修
工
事
（
場
外
に
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
設
置
） 

60
万
円

▼ 

士
幌
小
学
校
体
育
館
補
修
工
事

　

（
北
側
外
壁
補
修
）

 

４
１
１
万
円

▼ 

生
徒
用
図
書
購
入
費
（
学
校
図

書
室
に
設
置
） 

10
万
円

▼ 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
更
新
事
業

　

（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購
入
か
ら
中

型
バ
ス
に
変
更
）

 

１
，
２
８
７
万
円

▼ 

自
動
車
借
上
料

　

（
米
国
ス
モ
ー
キ
ー
ヒ
ル
高
校

と
の
交
流
事
業
） 

13
万
円

▼ 

国
際
化
人
材
育
成
推
進
事
業

　

（
士
幌
高
校
生
が
中
央
ア
ジ
ア

の
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
と
の
現
地
交

流
事
業
） 

２
７
０
万
円

▼ 

中
士
幌
公
民
館
照
明
器
具
取
替

工
事 

55
万
円

区　分
軽減基準

現　　行 改　　正

７割軽減 33万円以下 33万円以下

５割軽減
33万円＋（27.5万円×（被保
険者数＋特定同一世帯所属
者数））以下

33万円＋（28万円×（被保険
者数＋特定同一世帯所属者
数））以下

２割軽減
33万円＋（50万円×（被保険
者数＋特定同一世帯所属者
数））以下

33万円＋（51万円×（被保険
者数＋特定同一世帯所属者
数））以下
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質
　
問

　

国
保
税
は
、
低
所
得
者

に
は
重
い
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
大
き
な
要
因

が
国
保
に
し
か
な
い
均
等

割
と
平
等
割
と
い
う
仕
組

み
で
あ
る
。

　

均
等
割
を
廃
止
し
て
低

所
得
世
帯
や
家
族
の
多
い

世
帯
の
負
担
軽
減
を
求
め

る
も
の
で
あ
る
が
町
長
の

所
見
を
伺
う
。

町
長
答
弁

　

現
在
、
本
町
で
は
平
成

30
年
度
の
国
保
都
道
府
県

化
に
伴
い
、
算
定
方
式
を

４
方
式
か
ら
３
方
式
に
変

低
所
得
者
に
国
保
税
の

減
免
を

状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
検
討

 

【
清
水
秀
雄 

議
員

】

更
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

法
律
に
定
め
の
あ
る
、
２

方
式
が
所
得
割
と
均
等
割

の
方
式
で
あ
る
こ
と
か
ら

均
等
割
を
廃
止
す
る
こ
と

は
、
現
行
法
で
は
不
可
能

で
あ
る
。

質
　
問

　

国
保
税
に
し
か
な
い
均

等
割
、
平
等
割
に
よ
っ
て

所
得
の
有
無
、
高
い
低
い

に
関
係
な
く
税
額
が
算
定

さ
れ
、
課
税
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
生
活
や
健
康
、
は

た
ま
た
命
ま
で
も
が
脅
か

さ
れ
か
ね
な
い
実
態
が
あ

る
。
ま
た
、
国
保
税
の
収

納
状
況
も
２
０
１
３
年
で

未
収
金
が
19
件
１
８
３
万

３
，
１
６
４
円
で
あ
っ
た

も
の
が
、
２
０
１
７
年
に

は
41
件
３
２
９
万
４
，
３

０
０
円
と
増
え
て
い
る
。

41
件
で
３
２
９
万
４
，
３

０
０
円
で
あ
る
こ
と
か
ら

低
所
得
階
層
の
収
納
状
況

が
悪
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

均
等
割
を
廃
止
、
減
免

し
て
い
る
自
治
体
は
全
国

に
25
あ
る
。
あ
る
自
治
体

の
例
を
申
し
上
げ
る
。
協

会
け
ん
ぽ
と
国
保
を
比
べ

る
と
同
じ
よ
う
な
収
入
で

あ
っ
て
も
負
担
に
格
差
、

不
公
平
感
が
あ
り
、
そ
の

部
分
を
自
治
体
が
負
担
し
、

緩
和
す
る
の
が
子
供
の
均

等
割
の
減
免
だ
と
考
え
、

２
０
１
９
年
度
か
ら
18
歳

以
下
の
子
供
の
均
等
割
を

減
免
し
て
い
る
。
子
育
て

世
代
に
と
っ
て
は
、
非
常

に
大
き
な
救
い
と
な
る
と

思
う
が
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

清水　秀雄 議員　☞ 国保税の均等割を廃止することについて

６月定例会では１人の議員が一般質問に登壇し、理事者の考えをただしました。内容を要約してお知らせ

します。全文については議会ホームページに掲載（９月上旬予定）します。

町民の声を町政に・町政のここが聞きたい

一般質問に１名が登壇

町
長
答
弁

　

未
納
者
が
増
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
収
め
に

く
い
環
境
に
あ
る
の
か
ど

う
か
よ
く
分
析
し
て
検
討

し
た
い
。

　

今
の
法
律
の
中
で
は
、

均
等
割
を
廃
止
す
る
と
い

う
の
は
無
理
だ
と
思
う
が
、

そ
の
部
分
を
別
な
形
で
子

育
て
支
援
策
と
し
て
補
填

す
る
と
い
う
方
法
は
あ
る
。

清
水
議
員
が
言
わ
れ
た
25

自
治
体
が
ど
の
よ
う
に
や

っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ

と
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
国
保
の
保
険
税
の

状
況
を
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
た
い
。

国民健康保険税の算定方式

北海道 応益割（57） 応能割（43）

４方式　 均等割 平等割 所得割 資産割

３方式※ 均等割 平等割 所得割 －

２方式　 均等割 － 所得割 －

※北海道が標準方式として決定

　均等割額→一人当たり×基準額

　平等割額→一世帯当たり×基準額

　所得割額→世帯の所得額合計×基準率
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追 一般質問の事項について、その後の動き、現在の状況を
追いました。跡 レ ポ ー ト

その後どうなったの!?その後どうなったの!?

▲

自
主
防
災
会
勉
強
会
（
大
通
町
内
会
）

その後

新たに11組織が結成

　平成29年３月時点で３組織から現在は、14組

織が結成されました。支え合いで、安心安全を

共感するまちづくりに向けて引き続き取り組ん

でいく。

その後

入学準備金の支給について

①新中学生

　平成29年度入学　　→入学前の３月

　平成30年度以降入学→入学前の12月

②新小学生

　平成30年度以降入学→入学前の２月

質　問　平成29年３月第１回定例会

 質問者：清水　秀雄 議員

就学援助費の入学準備金の支給時期を
変更してはどうか

　子どもの貧困対策で新入学児童生徒の入学準

備金の支給時期を入学前に変更してはどうか。

質　問　平成29年３月第１回定例会

 質問者：前 飯島　　勝 議員

自主防災組織の課題解決に支援を

①設立時から現在の活動内容に認識の違いがある。

②人材育成の支援が必要。

③避難所運営では民間協定が必要。

答　弁

自主防災組織は駐在区機能を活かして組織化

① 見守り活動が中心だったが緊急時の情報伝達
や救護など、「共助」活動の取組。

② 組織リーダーの人材育成研修や地域防災訓練
を支援。

③各業界団体や町内事業所と協定締結。

答　弁

入学前に支給できるよう制度改正

就学援助費の早期支給 自主防災組織の設立

　これまでは、申請に基づき入学後の７月に支

給していたが、入学前の早期に支給できるよう

検討中である。
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▲
実
証
実
験
で
使
用
さ
れ
る
ハ
イ
ヤ
ー

▲
通
学
路
に
設
置
さ
れ
た
防
犯
カ
メ
ラ

質　問　平成30年３月第１回定例会

 質問者：加藤　宏一 議員

運転免許証の自主返納後の対策は

①高齢者の安全運転支援策は。

②市街地運行のコミバスは利用実績が上がって

いる、農村へも拡大しては。

質　問　平成30年６月第２回定例会

 質問者：大西　米明 議員

防犯対策を見直し、抑止力強化を

①事業所や車の窃盗事件の対策

②登下校時の犯罪事件の対策

その後

平成31年１月から防犯カメラを運用

　士幌・中士幌市街地に10カ所の防犯カメラが

設置され、交通事故や犯罪などの抑止力として

期待される。

その後

令和元年10月から
ハイヤー代金助成の実証事業を開始

　士幌市街地以外に居住している運転免許証を

保有していない高齢者に対し、ハイヤー代金の

２往復分（自宅～役場間）を助成する。

高齢者の移動手段確保 犯罪防止の対応策

答　弁

防犯カメラの設置を予算化

①生活安全推進協議会と駐在所の連動により、

防犯パトロールを実施。

②家庭・学校・地域と関係機関が連携して安全・

安心な地域づくりを推進し、通学路に防犯カ

メラの設置を行う。

答　弁

アンケート調査で実態を把握

①老人クラブ連合会総会などで交通安全講話を

行い、事故防止運動に努めている。

②農村部は、何らかの交通手段対策を進めなけ

ればならないと認識している。

９月定例会を　　
　　傍聴しませんか。

 第３回定例会は、９月６日から開

催を予定しています。

詳しい日程については、チラシ等

でお知らせしますので、皆様の傍聴

をお待ちしています。

議会ホームページをご覧ください
　町民の代表である議員の活動内容を広く住民にお知らせし、

開かれた議会を目指すためにホームページを開設しています。

　アクセス方法は士幌町のホームページのメニューから士幌町

議会を選ぶか、次のアドレスを入力してください。

http://www.shihoro.jp/assembly/
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７
月
９
日
（
火
）、
札
幌

市
第
２
水
産
ビ
ル
で
、
道
内

町
村
議
会
新
任
議
員
を
対
象

と
し
た
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

99
町
村
１
議
長
会
か
ら
約
３

０
０
名
が
集
い
、
本
町
か
ら

も
５
名
の
新
任
議
員
が
参
加

し
た
。

　

道
町
村
議
会
議
長
会
の
村

川
寛
海
事
務
局
長
が
講
師
と

な
り
、
議
会
と
議
員
の
基
本

使
命
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
、

参
加
し
た
議
員
は
熱
心
に
講

演
に
耳
を
傾
け
、
今
後
の
議

員
活
動
に
向
け
て
研
鑽
を
深

め
た
。

新
人
議
員
研
修
会

に
参
加
　
　
　
　

町
村
議
会
議
員
研
修
会
に
参
加

道
内
先
進
地
行
政
視
察
概
要

◎
視
察
期
日
及
び
場
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

６
月
26
日（
栗
山
町
・
秩
父
別
町
）　

27
日（
東
川
町
）

　

６
月
25
日（
火
）、
札
幌

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
全
道
町
村

議
会
議
員
を
対
象
と
し
た

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
全

道
１
４
４
の
町
村
か
ら
多

く
の
議
員
が
集
い
、
本
町

か
ら
も
議
員
が
参
加
し
た
。

家
）
が
『
ど
う
な
る
？　

今
後
の
日
本
政
治
』
と
題

し
て
講
演
さ
れ
、「
現
在

の
国
政
状
況
」、「
各
地
で

高
い
評
価
を
得
て
い
る
取

り
組
み
」
な
ど
を
紹
介
さ

れ
た
。
ま
た
現
在
、
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
の
精
度
が

格
段
に
向
上
し
て
い
る
こ

と
か
ら
自
治
体
政
策
の
高

度
化
に
つ
い
て
も
示
唆
さ

れ
た
。

　

続
い
て
、
中
央
大
学
名

誉
教
授
の
佐
々
木
信
夫
氏

が
『
地
方
は
変
わ
れ
る
か

～
議
会
は
ど
う
変
わ
れ
る

か
、
自
治
体
を
ど
う
変
え

る
か
～
』
と
題
し
て
講
演

さ
れ
、「
人
口
減
少
社
会

で
自
治
体
経
営
の
新
た
な

展
望
・
地
方
議
会
の
改
革

ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
、

政
策
能
力
の
向
上
な
ど
自

己
研
鑽
が
必
要
と
激
励
を

い
た
だ
い
た
。
熱
心
に
講

演
を
聴
講
し
、
議
員
活
動

の
糧
と
す
べ
く
見
識
を
深

め
た
。

　

今
回
の
行
政
視
察
は
、

閉
校
後
の
施
設
利
用
事
例

と
子
育
て
政
策
に
つ
い
て
、

各
機
関
の
取
り
組
み
を
視

察
し
見
聞
を
広
め
た
。

▼
栗
山
町

　

旧
町
立
雨
煙
別
小
学
校

の
現
存
校
舎
は
、
昭
和
11

年
に
木
造
２
階
建
て
で
建

設
さ
れ
、
平
成
10
年
度
末

で
閉
校
と
な
っ
た
。

　

再
活
用
の
検
討
に
歳
月

を
要
し
た
が
平
成
20
年
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
雨
煙
別
学
校
が

設
立
さ
れ
、
財
団
法
人
コ

カ
・
コ
ー
ラ
教
育
・
環
境

財
団
の
支
援
と
町
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
工
事
参
加
を

得
て
、
平
成
22
年
く
り
や

ま
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
の

拠
点
施
設
と
し
て
雨
煙
別

小
学
校
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環

境
ハ
ウ
ス
と
し
て
再
生
さ

れ
た
。

　

研
修
会
で
は
、
講
師
の

有
馬
晴
海
氏
（
政
治
評
論

▼
秩
父
別
町

　

子
育
て
応
援
宣
言
の
町

○ 

こ
ど
も
屋
内
遊
戯
場
「
キ

ッ
ズ
ス
ク
エ
ア
　
ち
っ

く
る
」

　

平
成
29
年
４
月
１
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
道
内
最
大

級
の
立
体
的
な
大
型
ネ
ッ

ト
遊
具
が
施
設
内
に
張
り

巡
ら
さ
れ
、
ウ
ォ
ー
ル
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
や
チ
ュ
ー
ブ

ス
ラ
イ
ダ
ー
等
の
遊
具
や

幼
児
専
用
コ
ー
ナ
ー
も
設

置
さ
れ
て
い
る
。

○ 

屋
外
遊
戯
場

　
キ
ュ
ー

ビ
ッ
ク
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

　

平
成
30
年
７
月
７
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
日
本
一
の

規
模
を
誇
り
、
幅
58
ｍ
、

高
さ
13
ｍ
の
１
辺
が
２
ｍ

の
キ
ュ
ー
ブ
を
組
合
せ
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
や
ハ
ン

モ
ッ
ク
等
の
約
20
種
類
の

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
要
素
を
備

え
て
い
る
。

▼
東
川
町

　

北
の
住
ま
い
設
計
社
は
、

東
川
の
森
の
中
で
廃
校
に

な
っ
た
小
学
校
を
作
業
場

と
し
て
利
用
し
、
無
垢
材

（
接
着
剤
を
使
わ
ず
製
材

品
と
し
て
そ
の
ま
ま
利
用

す
る
木
材
）
を
使
用
し
た

家
具
の
製
造
を
手
が
け
て

い
る
。
ま
た
、
素
材
は
北

海
道
の
森
に
あ
る
、
ミ
ズ

ナ
ラ
や
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
を

用
い
て
い
る
。

キュービックコネクション



8しほろ議会だよりＮo173

し
ほ
ろ
議
会
だ
よ
り

No.173

■
令
和
元
年
８
月
14
日
発
行

■
士
幌
町
議
会

　
衣
０
８
０

－

１
２
０
０

　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
河
東
郡
士
幌
町
字
士
幌
２
２
５
番
地

　
　
　
　
　
　
　

電
話
０
１
５
６
４（
５
）５
２
１
８

■
広
報
特
別
委
員
会　

委

員

長　

河
口
和
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

矢
坂
賢
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

清
水
秀
雄　

加
藤
宏
一　

曽
我
弘
美

ま
す
。
ま
た
、
建
設
に
伴
っ
て
町
民
の
皆

様
か
ら
広
く
愛
称
を
募
集
し
、
今
年
度
４

月
に「
し
ほ
ろ
キ
ッ
チ
ン
」に
決
定
し
公
表

さ
れ
ま
し
た
。
応
募
頂
い
た
愛
称
の
中
に

は
、
施
設
へ
の
思
い
や
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ

り
、
主
な
も
の
は
、「
夢
」「
集
う
」「
食
」「
喜

び
」で
し
た
。
そ
の
思
い
に
応
え
る
べ
く

取
り
組
み
を
考
え
、
実
践
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

「
し
ほ
ろ
キ
ッ
チ
ン
」の
施
設
は
、

○ 

乳
産
ゾ
ー
ン（
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
チ
ー
ズ

の
製
造
）

○ 

農
産
ゾ
ー
ン（
ど
ら
焼
き
や
う
ど
ん
等

の
製
造
）

○
畜
産
ゾ
ー
ン（
肉
製
品
の
製
造
）

○
パ
ー
テ
ィ
ー
ル
ー
ム（
会
議
や
研
修
）

に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的（
用

途
）に
合
わ
せ
て
加
工
機
器
が
設
置
さ
れ
、

ご
家
庭
で
は
で
き
な
い
本
格
的
な
加
工
食

品
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
今

後
は
専
門
機
器
を
組
み
合
わ
せ
た
応
用
的

な
使
い
方
も
考
え
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
４
月
に
運
用
を
開
始
し
た
ば
か
り
な

の
で
今
後
、
機
器
の
特
徴
な
ど
を
踏
ま
え

て
町
民
の
皆
様
に
ご
提
案
で
き
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

本
施
設
の
使
用
料
金
は
、
研
修
す
る
内

容
に
よ
っ
て
か
な
り
変
動
い
た
し
ま
す
。

加
工
し
た
い
内
容
や
時
間
な
ど
に
よ
っ
て

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
研
修
内
容
を
充

実
し
た
も
の
と
し
て
で
き
る
よ
う
に
基
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
一
例
を
挙
げ
ま
す
と
６
月
か
ら
実

施
し
た
内
容
で
は
、
ワ
ッ
フ
ル
、
ど
ら
や

き
、
う
ど
ん
、
パ
ン
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
内

　

士
幌
町
農
畜
産
物
加
工
研
修
施
設
は
、

本
年
６
月
17
日（
月
）よ
り
本
格
的
に
開
始

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
皆

様
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
私
か

ら
今
後
の
期
待
を
込
め
て
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

士
幌
町
農
畜
産
物
加
工
研
修
施
設
は
、

（
旧
）道
の
駅「
ピ
ア
21
」を
改
修
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
士
幌
町
の
豊
か
な
自
然
で
育

ま
れ
た
農
畜
産
物
を
活
用
し
、
本
格
的
な

食
品
の
加
工
を
町
民
の
皆
様
へ
身
近
に
親

し
ん
で
い
た
だ
く
事
を
目
的
に
し
て
お
り

容
を
基
に
、
実
際
に
利
用
す
る
人
数
か
ら

割
安
な
研
修
が
で
き
る
の
か
と
い
う
点
を

見
据
え
な
が
ら
ご
相
談
に
乗
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、「
し
ほ
ろ
キ
ッ
チ
ン
」が
皆
様
の

集
う
場
所
に
育
て
て
も
ら
え
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
肉
製
品
の
製
造
で
き
る
種
類

を
増
や
し
、
乳
製
品
の
加
工
も
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

加
工
に
つ
い
て
、

・ 

食
材
な
ど
を
全
部
自
分
た
ち
で
準
備
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・ 

加
工
に
つ
い
て
機
械
の
使
い
方
が
わ
か

ら
な
い
。

と
い
う
事
も
含
め
、相
談
い
た
だ
け
る
と
回

答
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
研
修
内
容
に
つ
い
て
不
明

な
点
な
ど
が
、
た
く
さ
ん
あ
る
と
感
じ
て

お
り
ま
す
が
、「
し
ほ
ろ
キ
ッ
チ
ン
」は
、

士
幌
町
で
育
ま
れ
た
食
材
を
使
い
、
皆
様

の
食
育
の
一
環
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
日
々
精
進
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

か け 橋

士
幌
町
農
畜
産
物
加
工
研
修
施
設
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
用
に
あ
た
っ
て

　

～
愛
称「
し
ほ
ろ
キ
ッ
チ
ン
」か
ら

 

士
幌
町
食
育
推
進
を
目
指
し
て
～
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幌
町
産
業
振
興
課　

主
幹

株
式
会
社
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ｒ
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統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

 

杉す
ぎ　

本も
と　

忠た
だ　

宏ひ
ろ　

さ
ん


